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英検協会『統合報告書 2025』（pp.27–28） 

【コラム】 
 

「データで見る英検～他グローバル試験と比較しても、受験者が多く、金額が安価～」 
 

―本報告書の主なトピックを毎週金曜日に順次ご紹介いたします― 
 
先般、7月 1日に英検協会として初めて「統合報告書 2025」を公開いたしました※1。 
その際、本報告書の主なトピックを毎週 1回、コラム形式でご紹介することをお知らせしておりました。 
 

※1 英検協会初、10 年の成果と DX 戦略をまとめた『統合報告書 2025』公開（2025年 7月 1日付） 

 
本日より、毎週金曜日にトピックを順次ご紹介してまいります。 
 
第 1回となる今回は、「統合報告書 2025」（pp.27–28） 
「データで見る英検～他のグローバル試験と比較しても、受験者が多く、金額が安価～」を取り上げます。 
 

 

https://www.eiken.or.jp/association/info/2025/pdf/20250701_info_report.pdf
https://www.eiken.or.jp/association/report/2025/pdf/outline21_p2728.pdf


 
（コラム） 
需要・供給・価格で読み解く ― 英検が“国際テスト”と呼ばれる理由 
 
コラムのまとめ 
・需要: 国の学習指針と入試制度が英検取得を後押し 
・供給: 449万人規模の受験実績と全国・海外の CBTネットワーク 
・価格: 平均 8,000円台という低価格を維持しつつ品質向上 

 

英検は国内試験と見なされがちだが、主要な国際試験と比較しても受験者数は上位に入り、検定料も手
頃であることから、もはや主要な国際テストの一つといっても過言ではない。 
 
「受験者数が多く、検定料が手頃」。英検はコロナ禍を経てもなお受験者数を伸ばし続けていることがデータ
に表れています。実際、最新年度の英検テストファミリーの志願者数は 449万人 と、海外で展開する主要
5試験と比較しても上位を誇ります。 
 
__________________________________________________________________ 
 
■受験者数が伸び続ける背景 
グローバル化の進展に加え、大学入試での英語外部検定利用入試の拡大が英検人気を後押ししていま
す。ここ数年は英検 S-CBT®の海外展開も進み、国内外を合わせた志願者数は他の英語 4技能試験と
比べても常に上位をキープしています。 
さらに文部科学省は、中学卒業時に CEFR A1（英検３級程度）、高校卒業時に CEFR A2（英検
準２級程度） を 6割以上の生徒が達成することを目標に掲げており、学校現場でも英検が学習指標とし
て浸透しています。 
 
__________________________________________________________________ 
 
■世界標準と比べても手頃な検定料 
受験者数だけでなく、「受けやすさ」を左右する検定料でも英検は際立ちます。過去 10年間で検定料は上
昇傾向にあるものの、１級～３級平均でも 8,000円台にとどまっています（2024年度︓8,611円）。 
これに対し、国際試験の最上位級は 304ポンド＝約 59,000円（2024年平均レート） と、英検の７
倍近い水準に達しています。 
 

※「英検」、「S-CBT」およびそのロゴは、公益財団法人 日本英語検定協会の登録商標または商標です。 
 
 

本件に関するお問い合わせ先  
公益財団法人 日本英語検定協会 広報担当（kouhou21@eiken.or.jp） 


